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シンガポール・テレコム（STEL） 
出資先インド通信企業が堅調。非中核事業売却に続き、成

長事業育成でアセアン広域でのデータセンター事業に注力 
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 2023/3期2H（10-3月）は、基礎的営業収益が前年同期比1.8％増、基礎

的純利益が同11.4％増。出資先インド通信会社が利益面で貢献。 

 セグメント別では、シンガポール消費者事業が堅調に推移のほか事業

再編の一環で売却対象としている米トラストウェーブは赤字幅縮小。 

 自国内にとどまらずインドネシア、タイ、マレーシア、ベトナムとア

セアンでデータセンター事業を拡大の方針。成長の原動力となろう。 
What is the news? 

5/25発表の2023/3期2H（10-3月）は、営業収益が前年同期比4.2％減の

73.66億SGD、EBITDAが同1.7％減の18.08億SGD、戦略的出資先の海外関連

会社からの税引き前投資利益が同3.6％増の11.30億SGD、例外的項目を除

く基礎的純利益が同11.4％増の10.48億SGD。前年同期に計上し豪州通信大

手子会社オプタスによるNBN（全国ブロードバンド網）統合に係る一時

的な収益および昨年７月に売却した米デジタル広告子会社アモビーから

の損益が無くなったことから減収となったものの、それらの影響を除く

基礎的営業収益ベースでは同1.8％増。戦略的出資先のインド通信会社バ

ルティ・エアテルの業績堅調が利益面で貢献した。 

セグメント別2H業績は以下の通り。①シンガポール消費者事業は、営

業収益が前年同期比4.9％増の9.41億SGD、EBITDAが同14.9％増の3.26億

SGD。②豪州消費者事業（オプタス）は、営業収益が同4.5％増の40.90億

SGD、EBITDAが同0.6％減の10.23億SGD。③ICT（情報通信技術）および通

信キャリアを含むグループエンタープライズ事業は、営業収益が同1.1％

増の12.92億SGD、EBITDAが同0.5％増の5.51億SGD。④ITサービス・通信エ

ンジニアリングのNCS事業は、営業収益が同15.2％増の14.45億SGD、

EBITDAが同6.3％減の1.45億SGD。増収は買収効果による。⑤米サイバーセ

キュリティのトラストウェーブ事業は、営業収益が同54.0％減の78百万

SGD、EBITDAが前年同期の▲66百万SGDから▲58百万SGDへ赤字幅縮小。 

海外関連会社からの税引き前投資利益（2H）の内訳は、①テルコムセ

ル（インドネシア）が前年同期比8.3％減の4.06億SGD、②AIS（タイ）が

同2.0％増の1.58億SGD、③インタッチ（タイ）が同33.6％増の61百万

SGD、④Globe（フィリピン）が同0.4％減の1.29億SGD、⑤バルティ・エ

アテル（インド）が同25.6％増の3.58億SGDだった。 
How do we view this?  

2024/3通期計画は関係会社からの投資利益が前期比12％減の13億SGD、

資本的支出が21億SGD、配当性向60-80％である。同社はアセアンでデー

タセンター事業を拡大。自国内だけでなくインドネシアとタイで新設工

事を始めたほか、マレーシアのジョホールバル州に設ける計画だ。ベト

ナムはホーチミンかハノイを検討中。米デジタル広告事業売却など事業

再編を進める中でデータセンター事業が成長エンジンとなりそうだ。 
 

  

業績推移 ※参考レート　1SGD=103.54円

事業年度 2021/3 2022/3 2023/3 2024/3F 2025/3F

売上高（百万SGD） 15,644 15,339 14,624 15,203 15,678

当期利益（百万SGD） 553 1,948 2,225 2,542 2,839

EPS（SGD） 0.03 0.12 0.13 0.15 0.17

PER（倍） 82.33 20.58 19.00 16.36 14.44

BPS（SGD） 1.60 1.70 1.58 1.70 1.74

PBR（倍） 1.54 1.45 1.56 1.45 1.42

配当（SGD） 0.08 0.09 0.10 0.12 0.14

配当利回り（%） 3.24 3.64 4.05 4.86 5.67

　　（出所：Bloombergをもとにフィリップ証券作成、F=予想はBloomberg）

配当予想（SGD） 0.12 （予想はBloomberg）

終値（SGD） 2.47

会社概要

企業データ（2023/6/6）

ベータ値

時価総額（百万SGD）

企業価値=EV（百万SGD）

3ヵ月平均売買代金（百万SGD）

主要株主（2023/6）     （％）

1.テマセク・ホールディングス 51.97

2.CAPITAL GROUP COMPANIES INC 3.34

3.VANGUARD GROUP 1.68
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シンガポール最大、アジア最大級の通信会社で創業

から約140年の歴史を有する。固定電話、携帯、データ

通信、インターネット、テレビ、インフォコム・テクノロジー

（通信関連技術）やデジタル・ソリューションなどのサービ

スを提供している。主力の事業エリアはシンガポールと

オーストラリアである。

同社の事業セグメントは、主に、①「シンガポール消費

者事業」、②子会社オプタス（現地市場シェア2位）を通じ

て展開する「オーストラリア消費者事業」、③企業向けの

インフラストラクチャおよびテクノロジーサービスを展開

する「全社エンタープライズ事業」、④ ITサービスと通信

エンジニアリングの「NSC事業」。⑤デジタル広告の「米

国アモビー事業」、⑥サイバーセキュリティの「米国トラス

トウェーブ事業」に分かれる。

 

その他に、筆頭株主の出資先であり、戦略的に重要な

「海外の地域関連会社」群として、インド・南アフリカ・アフ

リカで展開するバーティ・エアテル（インドで同1位） 、イン

ドネシア最大手テレコムニカシ・インドネシア（TLKM）の携

帯子会社Telkomsel（現地で同1位）、タイ首位のアドバン

スト・インフォ・サービス（ADVANC）、フィリピンのGlobe

（現地で同2位）を擁し、21ヵ国で7億人以上のモバイル顧

客をカバーしている。
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                （出所:Bloombergをもとにフィリップ証券作成）
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